



の機能強化を図ることを目的に ｢地 (知) の拠点整備事
業｣ (大学 COC事業) を実施した. 本学でも 3 キャン






























どの実践を先駆として各地に広がり, 1977 年の ｢学童・
生徒のボランティア活動普及事業｣ により福祉教育とし
て本格的に展開されるようになった. その後, 1998 年
に学校教育における学習指導要領の改訂により ｢生きる
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この科目の学習テーマの例として ｢国際理解, 情報, 環
境, 福祉・健康などの横断的・総合的な課題, 児童の興
味・関心に基づく課題, 地域や学校の特色に応じた課題｣



























2018 年 4 月～2019 年 3 月までに年間 5 回の計画で半





祉教育は ｢ふくし共育｣ と称している. 小学校での ｢ふ
くし共育｣ は 4～6 年生を対象とし, 障害のある当事者
が学校に訪問し, 子供たちと交流し, 点字, 手話, 車椅
子体験などの実践教室を通じて, 障害や高齢者の理解を
深める内容となっている. さらにふくし共育全体を通し






そこで半田市の ｢ふくし共育｣ と今回開催する ｢親子
ふくし教室｣ の内容で整合性が取れるように, 対象は
｢ふくし共育｣ で学んだことのある小学 4～6年生の親子







全 5回の企画の内容は以下の通りである. 第 1回の企
画タイトルは, ｢福祉用具ってなんだろう？｣ とし, 物
を使った環境調整を通じて困りごとへの支援ができるこ
とを学ぶ機会とした. 第 2回の企画は ｢手先を使ってリ
ハビリテーション！陶芸体験講座｣ とし, 障害者の心身
機能の回復や残存機能を生かした動作の工夫などを学ぶ
機会にした. 第 3回の企画は ｢わたしたちの暮らす街を
探検しよう！｣ とし, 地域資源に目を向けるきっかけ作
りとなるような企画を目指すことにした. 第 4回は ｢世
代をこえてコミュニケーション！｣ とし, 世代を超えた
交流を通じて, 様々な価値観などに触れる中で多様性に
ついて考える機会となるよう計画した. 第 5回は ｢身近


































2018 年 7 月 15 日 10：00～12：00 に日本福祉大学
半田キャンパス福祉テクノロジーセンターで開催した.










当日の参加者は 3組 10 名 (4 年生 1名, 5 年生 2名,
6 年生 3 名, 児童 1 名, 保護者 3名) であった. また当
日の学生スタッフは 5名で行なった.
図 1は, 第 1回親子ふくし教室の開催風景である.
アンケートの結果, 回収率は 100％であった. ｢参加
して良かったか｣ ｢企画の内容は良かったか｣ の質問に





















実施内容は, 作品作りと 2つの講座である. まず焼き
物の歴史などを知る講座を 20 分程度行い, その後 1 時
間程度で陶芸療法を体験し, 最後に陶芸療法の効果を知
る講座を 20 分程度で実施した. 陶芸療法の作品は, 家
を守るなどの謂れのある縁起物でかつ 2体で 1対となる
シーサーとし, 親子で 1体ずつ作成して 1対を完成させ
ることにした. 前回のアンケート調査の意見を反映させ,
講座で学んだ内容についての資料を配布し, 夏休みの宿
題にも活用できるよう工夫した. 図 2は, 陶芸療法体験
講座の開催風景である.
参加者は 4組 9名 (4 年生 1名, 5 年生 2名, 6 年生 2
名, 保護者 4名) であった. また当日の学生スタッフは
0名で, 陶芸療法士 2名が当日スタッフとして対応した.
アンケートの結果, 回収率は 100％であった. ｢参加
して良かったか｣ ｢企画の内容は良かったか｣ の質問に
すべての対象者が ｢とても良い｣ ｢良かった｣ に回答し




















































開催日は, 第 3 回が 2018 年 11 月 3 日, 第 4 回が
2018 年 12 月 15 日, 第 5回が 2019 年 1月 12 日で,







































第 3回では参加者1組 2名 (5年生 1名, 保護者 1名),
第 4 回では参加者 4組 10 名 (4 年生 2名, 5 年生 1名,
6 年生 1 名, 保護者 4名, 児童 2 名) であった. 第 5 回
では参加者 0名となったため開催ができなかった.





















第 4 回のアンケートでは回収率は 100％であった.
｢参加して良かったか｣ ｢企画の内容は良かったか｣ の質
問にすべての対象者が ｢とても良い｣ ｢良かった｣ に回
答した. また自由記載欄には, ｢街並みを再発見できて
面白かった｣ ｢知らないところが沢山あった｣ ｢iPadが
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